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〈リーダー所見〉 

 

〈山行報告〉   

 

  

 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.5 万分の１地図： 
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カレンフェルト(ｶﾙｽﾄ地形) 

 
真新しい WC と展望丘 

        全体に下見参加者には好評だったが、登山経験浅

い人にはつらいかも知れない。そのケアが必要。斜面はゆるいが階

段状になってないので歩きづらさがあると思う。 

事前シミュレーションで構え、卒が無い社内登山にしたい。 

 

 

 

 

 

・登山中のトイレには新しく建てられた藤原山荘の水洗トイレが良

い。簡易トイレは天狗岩までは人が少ないので周りを囲えば可能。

昨年の余りは要確認。 

・一方、木和田尾までの谷筋には、やはり蛭がいた。(昨年 10 月の

山行でもここらにはいた)スパッツの着用推奨と、部で山ヒル忌避剤

「ヒル下がりのジョニー」を購入するという話になった。 

 

       山行の目的: 一般社員を招待するにあたり、バス駐車場、トイレ、コースの危険度、コース

タイム、見所を確認して、募集の参考とし、コース案を決定する。 

一般的には、大貝戸口から表登山道または聖宝寺道を回遊するのが通例だが、最近バリエーションルート

だがよく歩かれている木和田尾というコースを登りに選んだ。 

・スタート地点は藤原町山口集落の簡易パーキングで、トイレ完備でバスが駐車できる場所である。 

・コース全体に危険な箇所は無いが、木和田尾の坂本谷分岐から鉄塔尾根は所どころ踏跡の薄いところが

あるので道を確認して注意して歩く。先頭は今回の下見山行者が良い。 

・木和田コースの特徴として、踏跡が薄いものの尾根一本で、広葉樹の二次林が癒し空間である。 

・稜線上から、展望場所の天狗岩を経由して、藤原山荘まで石灰岩のカルスト地形を堪能できる。 

・藤原岳展望丘からは、天気がよければ濃尾平野、名古屋駅のビル街が良く見える。 

・コースタイムは一般登山者でおそらく 6時間半、未経験者がいると 7時間を超えると思われるが、藤原

山荘から展望丘往復(40 分)を場合によっては省略できる。(今回はした)また表道は下りの苦手な人に先

頭に歩いてもらったが 8合目から 1時間で降りられて時間計算できる。表登山道近くにバスに迎えに来て

もらうことで時間短縮ができる。 

CL : 神戸、天野、杉本、

江頭、森、吉田(明)、イ・

ヒョンチョル、部外者 

9/5(土)晴れのち曇り 

7:00 本社 SK 駐車場発 

8:30 西藤原登山駐車場確

認 

9:00 簡易パーキング発 

9:18 白瀬峠登山口 

11:00 坂本谷分岐 

11:40 稜線到達 

12:15 天狗岩(25 分休憩) 

12：55 藤原山荘(10 分) 

13:35 八合目 

14:30 表登山口休憩所 

15:15 簡易パーキング着 

15:25 発 

15:40(16:40) 阿下喜温泉 

18:10 本社着 

 

 

 

 

 
沢筋、 

 
吸血小動物 

 
馬酔木(ｱｾﾋﾞ?)のトンネル 

社内登山の安全を確認する 

 

 
 

   篠立、竜ヶ岳 

 

 

 

 

 

 

 

            

15 年 9 月 5 日（土） 
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神戸 
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藤原岳 

鈴鹿山地 

15/09/07 

神 

戸 
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神 

戸 

藤原岳展望丘 

木和田尾 

藤原山荘 

白瀬峠登山口 

八合目 

尾根取付き 

天狗岩 

谷筋蛭注意 

簡易 P 

頭陀ヶ平 
表登山道 

大貝戸口 
稜線 

坂本谷分岐 


